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田村市役所本庁舎建設設計者選定競技 審査結果

●問い合わせ　総務部財政課　℡８１－２１１８

７月３日に開催した「第２回田村市役所本庁舎建
設設計者選考委員会」において、本庁舎建設設計
者選定競技に係る第１次審査を行いました。
提案図書をもとに審査した結果、第１次審査通過
者として次の５者を選考しました。
１．応募登録者数　１８者
２．参加表明者数　１４者
３．第１次審査通過者（提案事務所名）五十音順
　　　株式会社 梓設計
　　　有限会社 kwhg アーキテクツ
　　　　　　　 一級建築士事務所
　　　株式会社 昭和設計 東京事務所
　　　株式会社 ヘルム
　　　横河設計工房・山下 設計共同体

第１次審査の結果

常葉公民館で７月２４日、常葉行政局・元
気なときわ創生実行委員会主催により、（独）
放射線医学総合研究所からお２人の講師をお
招きして開催されました。
　放射線の基礎知識や農業への影響などの講
演を、市内外の約３００人の方が熱心に聴講
しました。

放射線に関する地域講演会

　大越つつじヶ丘公園で７月２５日、第２回
学習会「スポーツ体験」を開催しました。
　３６人が参加しグラウンド・ゴルフでミニ
ゲームを行い、初めて体験する学級生を教え
ながら和気あいあい交流を深めました。

ふれあい学級「スポーツ体験」

　文化の舘ときわで７月２９日、「夏のおは
なし会と小麦粉粘土遊び」を開催しました。
　「おばけ」をテーマにしたおはなし会の後、
小麦粉に食紅などを混ぜたカラフルな粘土を
使って、動物や花、虫など自由に工作して遊
び、楽しいひとときを過ごしました。

夏のおはなし会と小麦粉粘土遊び

　8月 13日に開催された「鬼の里納涼夏祭
り」会場に設置された「ふるさとおおごえ会」
の特設テントには、多くの市民に来場いただ
きました。
　会員の多くが大震災や原発被害などに心を
痛めていたなかにあって、この日ばかりは地
元の同級生や近所のかたがたとの語らいに、
絶え間ない笑い声がこだましていました。

ふるさとの笑顔とともに

　大越公民館事業として７月３日、北塩原村
の雄国沼登山を実施しました。
　大越山歩会会員を登山指導者に、町民１９
人が参加しました。
　登山コースは、雄子沢入口から歩き雄国沼
湖畔を散歩し雄国山を経て下山しました。雄
国沼湖畔に咲くニッコウキスゲが見事に咲き
誇り参加者全員が感動していました。

平成２３年度「雄国沼」登山
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７月３１日に開催した「第３回田村市役所本庁舎
建設設計者選考委員会」において、本庁舎建設設
計者選定競技に係る第２次審査を行いました。 
第１次審査で選考された提案者（５者）のプレゼ
ンテーションおよびヒアリングを実施したうえ、
審査した結果、下記のとおり最優秀者および優秀
者を選考しました。 
１． 最優秀者および優秀者 
　　　最優秀者   株式会社 昭和設計 東京事務所
　　　優秀者   有限会社 kwhg アーキテクツ
                                     一級建築士事務所

総　評　
　選定は提案にもとづき設計者を選ぶプロポーザルとコンペを融合した形で行なった。応募にあたっては
事前に庁内で策定した「田村市本庁舎建設基本計画（素案）」を参照すること、設計者に選ばれたら基本計
画の策定やパブリックコメントを通して市民等と協働することを与件とした。
　第１次審査では応募登録 18者のうち、14者から提案図書を受け、採点と協議を経て５者を選定。
　第２次（最終）審査は公開でプレゼンテーションとヒアリングを行ない、委員による採点、協議、投票
を経て最優秀者と優秀者各１者を選んだ。
　ヒアリングでは防災上の安全安心や環境面・運用面のスリムさなど基本計画（素案）の主旨にいかに応
えているか、質疑応答を通して再確認した。委員会の協議では、各提案が市民参加を含む設計プロセスや
さまざまな制約条件の中でも本質的特徴を維持できるかが論点となった。

審査講評（抜粋）

▲最優秀者の株式会社 昭和設計 東京事務所が提案した新庁舎の外観イメージ図

今後は、最優秀者の提案を基に市民の皆さんのご意見を伺いながら、設計を進めてまいります。

第 2次審査の結果

田村市役所本庁舎建設設計者選定委員長（芝浦工業大学教授）前田 英寿 氏

最優秀者の講評　
　田園に囲まれた「まちなか」に建つ庁舎像を丁寧に描き出した点が評価された。多目的ホールと広場を
街に向けて設け、上部の大会議室は貸し出し可能で非常時には災害対策本部を置く。
　執務空間は吹き抜けを囲むワンルーム形式で、外周にも大きく開かれている。縦横に回遊できる開放的
な構成は設計に継承してほしい。吹き抜けと外周の開口を通して自然の光と風を導く環境計画である。効
果的かつ簡便に機能させるには、高所の開口や調光設備に慎重な検討が必要である。
　四周の窓先に庇兼バルコニーを設けるのは熱負荷低減や維持管理の観点からたいへん好ましい反面、庁
舎全体の外観に大きく関わる。洗練されたシンプルなデザインを期待する。


